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  芦名定道 「キリスト教思想と神の問題」、日本シェリング協会編『シェリング年報』'02、第 10 号、
晃洋書房 2002年、pp.59-67 
  W.Pannnenberg, Theologie und Philosophie, Vandenhoeck & Ruprecht  1996 （ ＝
Pannenberg[1996]） 
   また、「ドイツ・プロテスタント神学とドイツの古典的哲学」について、本稿著者は以下の一連の論
考において考察を続けてきているが、本稿はこれら一連の研究の一環と言える。 
  芦名定道 「深みの次元の喪失」、村上陽一郎・細谷昌志編 『宗教－その原初とあらわれ』ミネルヴ
ァ書房  1999年、 pp.75-92 
       「ティリッヒとフィヒテ」、『ティリッヒ研究』第 9 号 現代キリスト教思想研究会 2005
年、pp.45-62    
       「前期ティリッヒとヘーゲル」、 組織神学研究所編 『パウル・ティリッヒ研究』聖学院
大学出版会 1999年、pp.166-198    
       「ティリッヒの根本的問いと思想の発展史」、組織神学研究所編 『パウル・ティリッヒ研
究２』聖学院大学出版会 2000年、pp.132-165 
       「ティリッヒとシュライアーマッハー」、『ティリッヒ研究』第 2号 










Paul Tillich, Welche Bedeutung hat der Gegensatz von monistischer und dualistischer     
Weltanschauung für die christiliche Religion ?, in: EW. IX, S.28-34,98-102 (＝Tillich[1908])   
(3) Dietrich Bonhoeffer, Akt und Sein. Transzendentalphilosophie und Ontologie in der 
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Gunther Wenz, Subjekt und Sein. Die Entwicklung der Theologie Paul Tillichs, Chr. Kaiser 1979 
Werner Schüßler, Der philosophische Gottesgedanke im Frühwerk Paul Tillichs (1910-1933), 








    Thomas Franklin O'Meara, Paul Tillich's Theology of God, Listening Press 1970 
Ian Thompson, Being and Meaning. Paul Tillich's Theology of Meaning, Truth and Logic,    
The Edingburgh University Press  1981 
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Pauli Annala, Transparency of Time. The Structure of Time-Consciousness in the Theology of 





最近のヴェンツあるいはダンツの研究書が興味深い。   
Michael Korthaus, "Was uns unbedingt angeht"－der Glaubensbegriff in der Theologie Paul 
Tillichs, Kohlhammer  1999, S.42-46 
Gunther Wenz, Tillich im Kontext. Theologiegeschichtliche Perspektiven, Lit Verlag  2000 
Christian Danz, Religion als Freiheitsbewußtsein. Eine Studie zur Theologie als Theorie der 







Paul Tillich, Perspectives on 19th and 20th Century protestant Theology, in :A History of 
Christian Thought (ed., by Carl E. Braaten), Simon and Schuster  1972, pp.320-325,    
360-366, 370-371  
(7) 1925 年のマールブルグ講義（＝Tillich[1925]）の内容については、次の文献によって知ることができ




Paul Tillich, Dogmatik. Marburger Vorlesung von 1925 (hrsg.v. Werner Schüßler),  
  Patmos 1986 
  Paul Tillich, Dogmatik-Vorlesung (Dresden 1925-1927), in: EW.XIV (hrsg. v. Werner Schüßler und 
Erdmann Sturm, 2005)       
(8) この点については、次の拙論を参照。 





芦名定道 「キリスト教思想と形而上学の問題」、『基督教学研究』第 24号  
  京都大学基督教学会 2004年、pp.1-23 
(10)こうした見解の実例としては、パネンベルクの次のバルト批判をあげることができる。 

























































































ァー（Albert Schweitzer, Die Religionsphilosophie Kants von der Kritik der reinen Vernunft bis zur 













深井智朗 『超越と認識 20世紀神学史における神認識の問題』創文社 2004年 
(22)芦名定道 『ティリッヒと弁証神学の挑戦』創文社 1995年、262-264頁 
(23)意味の形而上学（1923年の『学の体系』における）については、次の拙論を参照。 
  芦名定道 『ティリッヒと弁証神学の挑戦』創文社 1995年、172-183頁 
(24)この点については、次の拙論を参照。 
芦名定道 『ティリッヒと弁証神学の挑戦』創文社 1995年、252-261頁 
(25)すでに注１で示したように、本稿は「ドイツ思想史の文脈におけるティリッヒ」とでも言うべき研究
プログラムの一環として位置付けうるものであり、今後の研究の方向性としては、本稿を第一論文ある
いは序論として、この研究プログラムの全体の構成を再確認し、さらに個々の部分の議論をこの全体構
成に即して仕上げてゆく、ということになる。こうした議論の中から、現代の文脈におけるキリスト教
思想の問題についてのより適切な理解の枠組みを見いだすことが期待できる。 
 
 
（あしな・さだみち 京都大学大学院文学研究科助教授） 
